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＂シ』 ’II湯少 予
文化の 日に 功労者34人を表彰

祝
平成 11牢

日 野
古←:如坪 ・‘i↓ ：土］ご

199 9年

市 麦 エ9早ニ 式

日
野
市
の
市
制
施
行
（
昭

和
38
年
）
記
念
日
で
あ
る

11

月
3
日
文
化
の
日
に
、
市
民

生
活
と
文
化
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
称
え

「
平
成
11
年
日
野
市
表
彰
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
写

真）。今
年
は
、
次
の
方
々
が
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内

は
住
所
）

▽
地
方
自
治
功
労
11
小
松
恒

夫
（
国
分
寺
市
）

▽
市
民
自
治
功
労
11
栗
山
和

也
（
大
阪
府
八
尾
市
）
、
曽
根
高
宏
（
神

明
）
、
仁
科
修
一
（
旭
が
丘
）
、
演
井

市
太
郎
（
東
豊
田
）
、
向
山
繁
博
（
多

摩
平
）

▽
交
通
安
全
功
労
11

石
塚
正
勝
（
百
草
）

▽
生
活
文
化
功
労
11
伊
藤
勇
（
新
町
）

▽
社
会
福
祉
功
労
11

江
島
廣
子
（
南

平
）
、
木
下
志
津
子
（
程
久
保
）
、
小

川
薫
（
八
王
子
市
）
、
古
川
幸
子
（
豊

田
）
、
大
西
君
子
（
多
摩
平
）
、
高
橋

ィ
ッ
コ
（
西
平
山
）
、
久
島
和
子

(
H

野
台
）
、
井
上
千
枝
子
（
多
摩
平
）
、

岩
田
マ
キ
（
日
野
）
、
齋
藤
サ
キ
子
（
万

願
寺
）
、
佐
伯
久
夫
（
上
田
）
、
藤
崎

節
子
（
多
摩
平
）
、
守
谷
ミ
ワ
子
（
大

坂
上
）
、
平
川
シ
ズ
（
東
豊
田
）
、
小

林
久
世
（
多
摩
平
）
、
金
子
キ
ク
（
平

山）▽
保
健
衛
生
功
労
11

亀
田
字
三
郎
（
神

明）▽
学
校
教
育
功
労
11
根
本
康
江
（
三
沢）

▽
社
会
教
育
功
労
11

柴
田
仁
志
（
新
町
）

▽
文
化
事
業
功
労
11

阿
川
梅
（
平
山
）

▽
青
少
年
育
成
功
労
11

中
嶋
敵
（
平

山
）
、
向
後
素
恵
子

（
日
野
本
町
）

▽
農
林
水
産
功
労
11
鈴
木
一
彦
（
日
野
）

▽
中
小
企
業
功
労
11

小
室
正
男
（
西
平

山
）
、
山
口
逹
雄
（
多
摩
平
）
、
井
上

敏
夫
（
日
野
）

▽
問
合
せ
先
11
総
務
部
庶
務
課

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で、

青
少
年
が
健
全
に
育
つ
こ
と
を
願

い
、
今
年
も
「
浅
川
で
手
を
つ
な
ご
う
」

を
行
な
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
の
青
少
年
育
成
団
体

が
中
心
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

正
午
に
は
青
少
年
育
成
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
、
浅
川
を
は
さ
ん
で
人
の
輪

を
作
り
ま
す
。

秋
の
ひ
と
と
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

晶

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
8
時
・
内
容
1
1
1
1
月
28
日
（
午
前
10

時
＼
正
午
※
小
雨
実
施
。
正
午
に
花
火

の
合
図
で
参
加
者
全
員
で
手
を
つ
な
ぎ

ま
す

▽
会
場
11

ふ
れ
あ
い
橋
周
辺
の
両
岸

（
案
内
図
参
照
）
※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
青
少
年
育
成
市

民
交
流
集
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生

活
課
内
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

案内図

至
南
平
駅

, 9, '',' 『
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巴
市立
温
碍
渭
糧
一

平
成
12
年
度
の
市
立
幼
稚
園
の
園
児

(
1
年
保
育
…
5
歳
児
、

2
年
保
育
…

4
歳
児
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
員
11
別
表
の
と
お
り

▽
申
込
資
格
11
①
幼
児
・
保
護
者
と
も

市
内
に
在
住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る

か
来
年
3
月
末
ま
で
に
転
入
が
確
定
し

て
い
る
※
転
入
予
定
者
は
補
欠
扱
い
②

幼
児
の
生
年
月
日
が
1
年
保
育
は
平
成

6
年
4
月
2
日
S
平
成
7
年
4
月
1
日、

2
年
保
育
は
平
成
7
年
4
月
2
日
＼
平

成
8
年
4
月
1
日

▽
募
集
要
項
・
申
込
用
紙
の
配
布
1
1
1
1

月
1
5
H
①
S
1
9
日
②
に
各
幼
稚
園
と
市

役
所
5
階
学
務
課
で
配
布

▽
提
出
書
類
11
①
入
園
申
込
書
②
住
民

票
③
転
入
予
定
者
は
転
人
を
証
明
で
き

る
書
類

▽
選
考
方
法
11
健
康
診
断
と
面
接
※
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

▽
申
込
み
1
1
1
1
月
15
日
①
S
1
9
日
②
午

前
9
時
30
分
＼
午
後
4
時
に
入
園
を
希

望
す
る
幼
稚
園
へ
※
申
し
込
み
は
1
園

と
し
ま
す

▽
入
園
料
1
1
5
千
円

▽
保
育
料
11
年
額
12
万
円

▽
そ
の
他
11
①
幼
稚
園
の
送
迎
は
保
護

者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
②
毎
月
第

2
•

第
4

土
曜
日
は
休
園

ご
存
じ
で
す
か
？

老
人
保
健
医
療
制
度

70
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方

は
6
5
歳
以
上
）
の
方
か
、

医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
る
時
は
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
病
院
、

診
療
所
な
ど
で
診
療
を

受
け
た
時
、

一
部
負
担
金
の
支
払
い
だ

け
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
医

療
費
の
範
囲
内
に
限
り
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
方
】

70
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。
70
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
た
翌
月
の

1
H
(
1

日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
老
人

保
健
に
該
当
し
ま
す
。
該
当
者
に
は
、

該
当
月
の
前
月
下
旬
に
市
役
所
か
ら
通

知
し
ま
す

【
次
の
よ
う
な
時
に
は
届
け
出
を
】

▽
転
入
し
た
時
11
転
入
し
た
日
か
ら
日

野
市
の
該
当
者
に
な
り
ま
す
。
転
入
の

際
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

▽
障
害
認
定
の
場
合
1
1
6
5
歳
ー
69
歳
で
、

障
害
基
礎
年
金
2
級
程
度
の
障
害
の
あ

る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
申
請
し
た

月
の
翌
月
の
1
日
か
ら
該
当
に
な
り
ま

す▽
転
出
、
死
亡
し
た
時
11
転
出
し
た
日
、

死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
受
給
者
証
が

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
受
給
者
証
は
必

ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
時
11
社
会
保

険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
変
わ
る
な
ど
、

健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
た
時
は
届

●第六幼稚園を第五幼稚園に統合

少子化の流れの中、第六幼稚園

の過去5年間の応募状況は30人の

定員に対して10人ー20人で推移し

ています。そのため、幼児教育上

適正な規模による園運営が困難な

状況です。そこで、幼児教育の充実

を目指し、平成13年度末を目途に

第五幼稚園に統合する予定です。

従って、第六幼稚園は平成14年度

以降の入園予定者の募集をしませ

ん。あらかじめお知らせします。

▽問合せ先11学務課学務係

園~笠,, ・< 名 ~ ~『； ~吋 所在地 電話番号
募集人数

1年保育2年保育

第一幼稚園 多摩平 3-21 581-4124 5人 30人

第二幼稚園 平山 4-5-4 591-4125 5人 30人

第三幼稚園 日野本町2-14-l 581-7127 10人 60人

第四幼稚園・石田 431-6 583-3903 5人 30人

第六幼稚園 程久保 876-2 592-6330 5人 30人

第七幼稚園 旭が丘 2-42 586-3770 lO人 60人

募集幼稚園一覧

け
出
て
く
だ
さ
い

【
病
院
・
診
療
所
に
行
く
時
】

健
康
保
険
証
と
老
人
保
健
の
「
医
療

受
給
者
証
」
、
健
康
手
帳
を
病
院
の
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

病
院
に
は
、
次
の
一
部
負
担
金
を
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
院
の
場
合
1
1
1
日
に
つ
き

530
円

（
病
院
ご
と
に
月
4
回
を
限
度
）

▽
入
院
の
場
合
1
1
1
日
に
つ
き
1

千
200

円
と
食
事
代
160
円

【
入
院
時
一
部
負
担
金
の
減
額
】

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
一
部

負
担
金
減
額
認
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
を
さ
れ
て

い
る
方

②
血
友
病
の
方

R
血
液
製
剤
に
よ
る

H
I
V
感
染
者

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者

【
標
準
負
担
額
の
減
額
】

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
1
日
160
円
が
650
円
に
、
入
院
期
間

が
3
カ
月
を
越
え
る
と

1
B
5
0
0
円
に
な

り
ま
す
。

【
交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
と
き
】

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
の
第
三

者
か
ら
受
け
た
傷
病
は
、
老
人
医
療
受

給
者
証
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
必
ず
「
第
三
者
行
為
に
よ

る
傷
病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
を
も
と
に
、
被
害
者
の
治

療
費
を
市
が
加
害
者
に
請
求
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
医
療
係

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
お
手
伝
い

日
社
協
の
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

10
月
1
日
か
ら
、
全
国
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
、

知
的
障
害
な
ど
の
方
に
代
わ
っ
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や
利
用
料

金
支
払
い
の
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。

▽
利
用
で
き
る
方
11
在
宅
の
痴
ほ
う
性

高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者

な
ど
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
が
自
ら
の

判
断
で
は
難
し
い
方

▽
事
業
の
内
容
11
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
情
報
提
供
、
助
言
②
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
手
続
き
の
援
助
③
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
の
支
払
い
④
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
関
す
る
苦
情
申
し
立
て
の

援
助

▽
申
請
手
続
き
11
①
社
会
福
祉
協
議
会

に
連
絡
し
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
②
協
議
会
が
利
用
者
の
意
向

を
考
慮
し
て
支
援
計
画
を
作
成
③
支
援

計
画
の
承
認
、
契
約

▽
費
用
1
1
1
時
間
1

千
円

(30
分
延
長

に
つ
き
500
円
）
※
生
活
保
護
世
帯
は
無

料
。
交
通
費
等
は
利
用
者
の
実
費
負
担

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
社
会
福
祉
協
議

会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)

傍
聴
希
望
者
は
申
し
込
み
を

保
健
福
祉
計
画
介
護
保
険
事
業

計
画
作
成
委
員
会

第
10
回
「
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
・

一
介
護
保
険
事
業
計
画
」

作
成
委
員
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望

者
は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
4
8
因
午
後
2
時
S
4

時▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
定
員
1
1
1
0
人
程
度

▽
申
込
み
先
11
介
護
保
険
課

＿図
書
館
集
会
施
設
団
体
一

定
期
利
用
の
受
け
付
け

図
書
館
の
集
会
室
を
、
集
会
や
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
に
利
用
で
き
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。
定
期
利
用
の
申
し
込

み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

▽
利
用
期
間
11
平
成
12
年
4
月
1
日
山

S
平
成
13
年
3
月
3
1
H
山

▽
実
施
図
書
館

・
利
用
時
間
11
中
央
図

書
館
…
①
午
前
10
時
S
午
後
0
時
30
分

②
午
後
l
時
S
4
時
30
分
③
午
後
5
時

S
9
時
／
高
幡
・
百
草
両
図
書
館
…
①

午
前
10
時
S
午
後
0
時
30
分
②
午
後
1

時
ー
4
時
30
分

▽
対
象
11
市
内
在
住
・
在
勤
者
が
主
催

す
る
非
営
利
目
的
の
グ
ル
ー
プ
※
音
楽
、

体
育
な
ど
の
実
技
を
伴
う
も
の
を
除
く

▽
申
込
期
限
・
抽
選
日
1
1
1
2
月
3
日
釦

※
今
回
か
ら
毎
年
12
月
に
変
更
。
抽
選

時
間
等
、
詳
細
は
各
図
書
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
中
央
図
書
館

(6581.

7
3
5
4
)
／
高
幡
図
書
館

(6591.

7
3
2
2
)
／
百
草
図
書
館

(6594.

4
6
4
6
)
 

「
女
性
相
談
」
の
会
場
が

市
役
所
本
庁
舎
に
変
更

夫
婦
や
親
子
の
問
題
、
日
常
生
活
や

職
場
の
人
間
関
係
な
ど
様
々
な
問
題
解

決
に
「
女
性
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
1
日
因
か
ら
、
会
場
が
市
役
所
本

庁
舎
に
変
更
さ
れ
ま
す
。電
話
相
談
(
6

5
8
7
.
8
1
7
7
)
も
受
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
11
毎
週
水
曜
日
（
第
5
水

曜
日
、
祝
休
日
、

12
月
2
8
H
ー
1
月
4

日
を
除
く
）
午
前
9
時
45
分
ー
午
後
4

寺

＂ 
▽
会
場
11
市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

▽
申
込
み
先
11
女
性
参
画
推
進
室

公
園
を
利
用
す
る

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
に
お
願
い
！

●
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
を

公
園
の
植
え
込
み
等
に
、
ペ
ッ
ト
の

ふ
ん
を
見
か
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
な
か
に
は
、
砂
場
に
ペ
ッ
ト

を
入
れ
、
ふ
ん
を
さ
せ
て
い
る
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
公
園
は
、
幼
児

か
ら
高
齢
の
方
ま
で
多
く
の
方
々
が
利

用
し
、
憩
う
場
所
で
す
。
市
で
は
、
ふ

ん
が
目
立
つ
公
園
な
ど
に
看
板
を
設
置

し
、
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
お
互
い
に
気
持
ち
良
く
利

用
す
る
た
め
に
も
、
飼
い
主
の
方
の
マ

ナ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
公
園
で
犬
を

散
歩
さ
せ
る
際
に
は
、
必
ず
ふ
ん
の
持

ち
帰
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
園
で
は
犬
に
引
き
網
を

「
公
園
で
犬
が
放
さ
れ
て
い
る
た
め
、

安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
う
連
絡
を
利
用
者
か
ら
い
た
だ
＜

こ
と
が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。
公
園
を

利
用
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
や
犬
が
苦
手
な
方
も
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
内
で
放
さ
れ
た
犬
が
、
他

の
利
用
者
に
け
が
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
犬
を
連
れ

て
公
園
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
ほ
か

の
方
々
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必

ず
引
き
綱
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
生
け
垣
を
新
た
に
設
置
し

た
り
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤

去
し
て
生
け
垣
に
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

先
着
順
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課
緑
政
係

ク
リ
ー
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
、
-
ビ
み
情
報

誌
「
エ
コ
ー
」
を
配
布

11
月
2
0
H
田
s
3
0
日
因
に
、
来
年
ー

月
か
ら
9
月
ま
で
の
ご
み
収
集
・
資
源

物
回
収
日
が

一
目
で
わ
か
る
「
ク
リ
ー

ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
、

ご
み
情
報
誌
「
エ
コ
ー
」
を
各
家
庭
に

配
布
し
ま
す
。

12
月
1
日
因
か
ら
は
市
役
所
1
階
市

民
相
談
窓
口
、
七
生
支
所
な
ど
で
も
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
11
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)

浄
水
槽
の
清
掃
は

お
済
み
で
す
か
？

浄
化
槽
を
お
使
い
の
方
に
は
、
定
期

的
な
保
守
点
検
と
年
1
回
の
清
掃
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は

一
般
家
庭
を
対
象
に
、
清
掃

に
か
か
る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る
た

め
「
浄
化
槽
消
掃
経
費
軽
減
証
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
清
掃
は
次
の
許
可
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
清
掃
許
可
業
者
11
浅
川
北
側
地
区
…

H
野
衛
生
公
社

(
6
5
8
1
.
3
1
7
7
)

／
浅
川
南
側
地
区
・・・
三
多
摩
興
業

(
6

59
.
2
6
6
3
)
 

▽
問
合
せ
先
11
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)

―墨
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

＿

事
業
計
画
（
第
3

回
変
更
）
の
縦
覧

日
野
都
市
計
画
事
業
豊
田
南
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
を
変
更
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

▽
期
間
11
換
地
処
分
の
公
告
の

H
ま
で

▽
会
場
11
市
役
所
3
階
区
画
整
理
第
2

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課
公
園
係

課▽
変
更
年
月
8
1
1
9
月
28
日

▽
主
な
変
更
内
容
11
①
区
画
道
路
の
設

計
②
資
金
計
画

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
2
課

疇．
F

土
号
召
歪

1-

11
月
11
日
（
告
示
日
）
に
、
次
の
と

お
り
変
更
し
ま
し
た
。

▽
変
更
内
容
11
①
「
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
表
記
上
の

整
合
を
図
る
た
め
、
高
幡

・
豊
田
南

・

四
ッ
谷
前
各
地
区
の
地
区
計
画
の
変
更

②
建
築
基
準
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、

表
記
上
の
整
合
を
図
る
た
め
の
高
度
地

区
の
変
更
③
束
光
寺
上
第
2
、
落
川
土

地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
変
更
、
相
続

の
発
生
に
伴
う
変
更
等
に
よ
る
生
産
緑

地
地
区
の
変
更

▽
問
合
せ
先
11
都
市
計
画
課

•
名
団

▽
16
日
11
水
の
郷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
市

民
会
館
）
に
挨
拶
▽

17
日
11
ひ
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
開
館
30
周
年
を
祝
う
集

い
（
同
所
）
に
挨
拶
▽
18
日
11
南
極
越

冬
隊
員
（
庁
内
）
を
激
励
、
市
町
村
総

合
事
務
組
合
議
会
、
三
多
摩
地
域
廃
棄

物
広
域
処
分
組
合
理
事
会
（
自
治
会
館
）

に
出
席
▽
19
日
11
京
王
閣
競
輪
開
設
50

周
年
開
催
（
同
所
）
選
手
訓
示
▽

22
日

11
デ
ン
マ
ー
ク
・
ロ
ス
キ
レ
市
長
表
敬

訪
問
（
庁
内
）
、
京
王
閣
競
輪
開
設
50

周
年
記
念
感
謝
の
集
い
（
同
所
）
に
出

席
▽
23
日
11
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
．
m
日
野

（
七
生
公
会
堂）

に
挨
拶
▽

24
日
11
少

年
軟
式
野
球
連
盟
秋
季
大
会
閉
会
式

（
市
内
）
に
挨
拶
▽

25
日
11
十

一
市
競

輪
事
業
組
合
理
事
会
、
東
京
市
町
村
自

治
調
査
会
評
議
委
員
会
、
市
長
会
（
自

治
会
館
）
に
出
席
▽

26
日
11
地
域
懇
談

会
（
市
内
）
に
出
席
、
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
閲
取
締
役
会
議
（
立
川
市
）
に

出
席
▽
27
日
11
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
辞
令
交
付
▽

29
日
11
恩
方
育

成
園
落
成
記
念
式
典
（
八
王
子
市
）
に

挨
拶
、
多
摩
選
出
都
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
会
（
立
川
市
）
出
席
▽

30
日
11

日
野
第
八
小
学
校
創
立

30
周
年
祝
う
会

（
同
小
）
に
挨
拶

＿ 消流は一人ひとりの息いやり R 
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事
業
所
の
福
利
厚
生
事
業
を
応
援

日
野
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
入
会
受
付
中

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
個
々
の
事
業
所

で
は
実
施
困
難
な
事
業
主
と
従
業
員
の

た
め
の
各
種
福
利
厚
生
事
業
を
互
助
組

織
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
団
体
。
事
業

所
や
尚
店
等
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
充

実
が
図
れ
、

雇
用
の
安
定
と
事
業
の
発

展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
現
在
680
事
業
所
、

3
千
24
人
が
加
人
。
会
費
も
安
く
、
市

か
ら
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

▽
事
業
内
容
11
①
共
済
給
付
事
業
…
会

員
や
家
族
の
方
の
お
祝
い
や
見
舞
い
な

ど
に
共
済
金
を
給
付
②
生
活
資
金
の
あ

っ
せ
ん
…
教
育
・
医
療
・
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
生
活
資
金
を
低
利
で
あ

っ
せ
ん
③

福
利
厚
生
事
業
…
バ
ス
ツ
ア
ー
や
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
実
施
。
観
劇
・
野
球
観
戦
・
遊
園
地

•

•
宿
泊
施
設
・買
い
物
な
ど
の
割
引④

そ
の
他
…
パ
ソ
コ
ン
・
テ
ニ
ス
・
健
康

教
室
な
ど
を
開
催
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診

助
成
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(6
5
8
1
.
6
7
1
l
)

●
事
業
資
金
に
お
困
り
の
方
に
…

中
小
企
業
金
融
安
定
化

特
別
保
証
制
度

金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
等
に
よ
り
、

事
業
資
金
の
調
達
に
支
障
を
来
し
て
い

る
中
小
企
業
者
の
方
に
、
通
常
と
は
別

枠
の
保
証
を
東
京
信
用
保
証
協
会
が
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

に
は
、
保
証
の
内
容
に
よ
り
次
の
と
お

り
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
来
年
3
月
31
日
で

終
了
で
す
。

①
金
融
環
境
変
化
対
応
資
金
保
証

金
融
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
必
要
事

業
資
金
の
円
滑
な
調
達
に
支
障
を
来
し

て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
保
証

②
創
業
関
連
保
証

厳
し
い
金
融
環
境
の
下
で
、
必
要
事

業
資
金
の
円
滑
な
調
達
に
支
障
を
来
し

て
お
り
、
適
正
・
健
全
な
事
業
を
営
も

う
と
す
る
創
業
者
に
対
す
る
保
証

③
経
営
資
源
活
用
関
連
保
証

同
様
に
、

事
業
資
金
の
調
達
に
支
障

こ
れ
ま
で
、

6
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
も
と

に
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

10
月
に
入
り
、
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ほ
か
の
分
科
会
の
状
況
を
知
る
た
め

に
も
、
こ
れ
ま
で
話
さ
れ
て
き
た
項

目
を
基
に
し
た
分
類
作
業
を
行
い
、

全
体
の
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
項
目
ご
と

の
掘
り
下
げ
の
深
さ
に
は
差
は
あ
る

も
の
の
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
が
市
政

全
般
に
広
く
、
深
い
関
心
を
持

っ
て

を
来
し
て
い
る
が
、
適
正
か
つ
健
全
な

新
事
業
の
開
拓
を
行
う
中
小
企
業
者
に

対
す
る
保
証

▽
問
合
せ
先
11
認
定
に
つ
い
て
…
①
は

産
業
振
興
課
、
②
⑤
）は
日
野
市
商
工
会

(
6
5
8
1
.
3
6
6
6
)
／
制
度
全
般
に

つ
い
て
…
束
京
信
用
保
証
協
会
八
王
子

支
所

(6
0
4
2
6
.
4
6
.
2
5
l
l
)

■高
血
圧
予
防
教
室

▽
日
時
・
内
容
1
1
1
1
月
29
日
①
午
後
1

時
30
分
＼

3
時
30
分
…
血
圧
測
定
、
運

動
の
実
践
指
導
ほ
か
／
30
日
因
午
前
10

時
＼
正
午
…
食
事
に
つ
い
て
、
試
食
ほ

ヵ▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
7
0
歳
以
下
で
血
圧
境
界
域
の

方
、
高
血
圧
を
予
防
し
た
い
方
（
高
血

圧
で
治
療
中
の
方
を
除
く
）

▽
定
員
1
1
3
5
人

（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(6581.
4
1

1
1
)
 

■骨
粗
し
ょ
う
症
栄
養
教
室

▽
日
時
1
1
1
2
月
7
日
因
午
前
10
時
ー
正

午▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
と
改

善
の
た
め
の
食
生
活
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

多
い
食
事
の
と
り
方
の
話
と
試
食

▽
対
象
11
市
内
在
住
の

40
歳
以
上
の
方

▽
定
員
1
1
2
0
人
（
先
着
順）

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
計
画
の
主
要
な
柱

で
も
あ
る
「
組
織
の
横
の
つ
な
が
り
」

を
意
識
し
た
項
目
抽
出
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

10
月

31
日
に
は
、

5
月
以
来
の

ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
全
体
会
を
開
催

し
、
中
間
取
り
ま
と
め
結
果
を
基
に

こ
れ
か
ら
の
第
2
ラ
ウ
ン
ド
の
進
め

方
を
、
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
は
分
科
会
ご
と
に

抽
出
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
よ
り

深
い
検
討
を
行
い
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
と
し
て
の
提
案
を
ま
と
め
て
い

く
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
200
人

所
帯
の
第
2
ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
り
ま

す

。

（

企

画

調

整

課

）

1
1
)
 

■離
乳
食
教
室

▽
H
時
1
1
1
2
月
8
日
困
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
離
乳
食
（
初
期
）
の
進
め
方

の
話
と
試
食

▽
対
象
11
生
後
4
S
5
カ
月
児
（
今
年

7
月
1
日

S
8月
31
日
生
ま
れ
）
と
保

設
者

▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
l

l
l
)
 

■ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
予
防
接
種

▽
日
程
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り
※
対

象
者
は
直
接
会
場
へ

。
2
日
間
設
定
し

て
あ
る
会
場
の

1
8
目
は
混
雑
し
ま

す
。
2
日
目
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
時
間
11
午
後

2
時
S
2
時

45
分
※
接

I
錮
に

な
り
ま
し
だ

へ’
 

^• 
齋
藤
凌
平
く
ん

（
さ
い
と
う
・
り
ょ

う
へ
い
。
平
成

10
年
11
月
1
日
午
後

9
時
30
分
生
ま
れ
。
父
・
和
明
さ
ん
、

母
・
朋
子
さ
ん
。
程
久
保
在
住
）

体
格
が
し
つ
か
り
し
て
い
て
、

10

カ
月
に
な

っ
て
す
ぐ
に
歩
き
始
め
ま

し
た
。
外
に
出
て
同
じ
年
く
ら
い
の

お
友
達
を
見
つ
け
る
と
、
そ
ば
に
寄

▽ ▽出 叫闊-

員悶慶開 脳
んリ嘉血 氾ド
2毎早脳

又

人週期 こ
へ火発う

けツ
予曜見そ まグ

畠不賃く せを
-／曜効ク

¥ Hでモ ん
す。懇 か

日 程 会 場

ll月30日（火） ひの社会教育センター

12月 1日（水） 生活保健センター

2日（木） 福祉支援センター（日野保健所跡）

3日（金） ひの社会教育センター

6日（月） 平山地区センター

7日（火） 福祉支援センター（日野保健所跡）

8日（水） 生活・保健センター

11月後期休日診療医
診療時間： 9: 00-12: DO 

13: 00-17: OD 

R 渡辺医院（内科） 鈴木耳鼻咽喉科（耳科）
多摩平3-19-7云 581-1324 高幡328森久保疇ピル n593-8733

R潤徳小
（ 

J 口 ［ 伽下湛

IEll C 

◎ 旭が丘耳鼻咽喉科（耳科） 森久保整形外科（整・殖斗）
旭が丘1-7-3グローリー旭が丘1階 高幡328森久保医療ビル

ft591-2222 

っ
て
「
オ
ウ
オ
ウ
」
と
言
っ

て
ご
あ

お
う

せ

、

い
さ
つ
。
食
欲
も
旺
盛
で
、
大
好
物

は
バ
ナ
ナ
で
す
。
絵
本
も
大
好
き
。

●ポリオ予防接種日程表

至
南

ー

‘,‘, 
斗

〇

駅

矛
〇

内

2

冒

•
ー
ム

址

5

城

児

，

‘、`̀院
g

知

医
5

尾
8

頭

至
日
野
駅

e
[京

．
 

外

84

.

5

 

g
c
 

院
国

医
5
-

塚

m
石
多

至
南
平
駅

●休日準夜診療所
診療日 ll 月 20日（土） •21 日 （日） •23日（火） •27日 （土） •28 日（日）

診療時間 l9 30~22 30 . 
診療科目 内科・小児科

日野本町 l-7-2
場 所 生活・保健センター分室

云584-1661 

●救急病院11月後期宿日直予定表

種
開
始
前
か
ら
直
後
は
混
雑
し
ま
す

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
S
7
歳
6
カ
月

未
満
（
接
種
当
日
）
で
過
去
2
回
接
種

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
を

2
回
飲
む

▽
注
意
11
①
冊
子
『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』

（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

内
健
康
課
、
市
役
所
l
階
市
民
相
談
窓

口
、
七
生
支
所
で
配
布
）
を
お
読
み
の

う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
②
母
子
健

康
手
帳
の
持
参
を
③
検
温
は
接
種
会
場

で
行
い
ま
す
④
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

を
⑤
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー、

平
山

地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
の
方
は
、
ス

リ
ッ
パ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
l

l
l
)
 

竺
正
職
員

▽
職
種
11
助
産
婦
、
看
設
婦
（
士
）

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
応
募
資
格
11
昭
和
46
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
有
資
格
者

▽
応
募
方
法
11
①
所
定
の
試
験
申
込
書

（
市
役
所
4
階
職
員
課
と
市
立
総
合
病

院
で
配
布
中
）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
証

明
書
と
成
績
証
明
書
③
資
格
証
明
書

（写
し）

▽
試
験

H
・
会
場
1
1
1
2
月

9
H因
午
前

9
時
か
ら
同
病
院
で

▽
応
募
方
法
1
1
1
1
月
16
日
因
S
1
2
月
8

日
因
午
前
9
時
ー
午
後
5
時
に
市
立
総

合
病
院
へ
書
類
を
持
参

烹
臨
時
職
員

▽
職
種
11
看
設
婦
（
士
）

・
准
看
護
婦

（
士
）
・
理
学
療
法
士

▽
募
集
人
数
11
若
干
人

▽
応
募
資
格
11
有
資
格
者
で
お
お
む
ね

45
歳
く
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

▽
応
募
方
法
11
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

及
び
資
格
証
の
写
し
を
市
立
総
合
病
院

ヘ
郵
送
か
持
参

以
上
▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11
同
病

院
(
〒

1
9
1
1
0
0
6
2
多
摩
平
6
の
1

の
1
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)

市立総合病院

ft(581)2677 

日 （［）I（口叫瓢凸
晶科

形

外

科

形

外

科 科

形

外

科

花輪病院

云(582)0061-2 

外

科

内

科

内

科

内

科

内

科

内

科

科

内

科

科

内

科

科

内

科

▽
費
用
1
1
4
万
5
千
円
（
消
費
税
別
）

▽
受
付
日
時
11
毎
日
午
前

8
時
30
分
ー

午
後
4
時
※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

H
を

除
く

▽
会
場
・
申
込
み
先
11
市
立
総
合
病
院

(
6
5
8
1
.
2
6
7
7
)
 

●休日歯科応急診療所
診療日 l l 月 21 日（日 ）・ 23日 （火） •28日（日）

診療時間
9 00~12 00、13 oo~ 17 oo 

（受け付けは午後 4時まで）

場 所
高幡308-1 福祉支援センター内

（日野保健所跡）合・回594-2111

科科

内
・
外
科

内

科

外

科

外

科

内

科

R 健康でいきいきとしたまちに 一
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宿泊料

3,500 

ども（小学生） _ I 1,500円

児(4歳以上の未就学児） 1,000円

人 4,500円

も 2,000円
, I 1,500円

ぷ;も |［三
※1室2人以下で使用の場合、各1,000円増。休前日の場合は、各

500円増となります。

I 給 与の概要 I 

休憩 料

大人
．． 

＇子ども

※宿泊室使用の場合、 1室につき各500円増となります。,. --
大人料理
子ども料理

▲乗鞍高原日野山荘

宿泊料

200円

100円

2,500円

1,500円

ヨ ．．． 一ょ．．にこ-年4:
▲八ヶ岳高原大成荘

来
年
4
月
1
H
宿
泊
分

(
1
月

4
日

か
ら
受
け
付
け
）
か
ら
乗
鞍
高
原
日
野

山
荘
と
八
ケ
岳
高
原
大
成
荘
の
料
金
が

改
正
さ
れ
ま
す
。

■宿
泊
は
3
千
500
円
か
ら

宿
泊
料
は

3
段
階
に
分
か
れ
、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
住
者
は

1
泊

3
千
500

円
に
な
り
ま
す
。

■休
憩
料
を
新
設

休
憩
料
を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
ち

よ
っ
と
し
た
お
立
ち
寄
り
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■大
成
荘
は
食
事
が

3
ラ
ン
ク
に

大
成
荘
で
は
、
お
食
事
を
お
好
み
に

合
わ
せ
て

3
ラ
ン
ク
川
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
団
体
料
理
に
つ
い
て
は

15
人
以

上
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

H

野
山
荘
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

さ
ら
に
、
受
付
期
間
・
暖
房
費
な
ど

も
変
更
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

翌
問
合
せ
先
11
乗
鞍
邸
原

H
野
山
荘
…

生
活
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
2
)
／
八
ケ
岳

高
原
大
成
荘
：
•
生
涯
学
習
課

▽
日
野
山
荘
・
大
成
荘
の
利
用
申
込
み

先
11

日
野
市
企
業
公
社

(6
585
.
2
1

l
l
)
 

2,000円

1,000円

500円
一罪匹=砂--

面
A

〗
門{
5
}
]
〗i
i
i
[
[
-
t
{
~

―

市
の
職
員
の
給
与
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経
た
給
与
条
例
や
、
こ
れ
に
基
づ
く
規
則
な
ど
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
報
今
号
で
は
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
政
の
運
営
に
一
層
の
こ
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
ま

す

。

（

職

員

課

）

市民A、Bさん夫婦の場合の 1泊の料金
・Aさん 3,500円＋1,000円
（市民料金＋1室2名以下使用割増料金）

・Bさん 3,500円＋1,000円
（市民料金＋l室2名以下使用割増料金）

合計 9,000円り゚
3,000円

1,500円

700円

゜
休憩料

゜野外施設

食事料

(l泊につき）

大人料理

子ども料理

団体料理 (15人以上） 、

平成11年度各会計別予算執行状況（ 平成11年9月30日現在）I

％ 

100,,60 ←9 

5。ロ 20 10 10 '" I@璽＇20 30 40 50 

乗
鞍
冨
原
日
野
山
荘
・
ハ
ヶ
岳
冨
原
大
成
荘
鉗

璽
0

虚
円四畠畠亨

平
成
＂
と年
麿
上
半

直
畠

71

繍
正
算
の
属

ク
f

、'̀
｀
国噸畔畷呻

禁
3
3
6
1
3

ん
ー
の

円

ん

合

さ

の

泊

〇50
料

50
前

00
前

CF児
ー

，増

4
休

2
休

来
年
4
月
か
ら
料
金
改
正

さ場
E
た

歳

、

3
割

＋

＋

日

金

金

の

つ

族

3

の

市

行

家

・

望

雷
釦

〗
迄暉
輝
霞

居

居

料
料
料

攀

醗悶

雪
ご
碩
虚
ん

、
一

ん

ん

ん

計

澁

澁

悶

讐
ぼ
H

ぼー

c
ル
金
[

:

唱

頭

迄

民
グ
料

C
D
E

に
ん
休

F

市
の
の

・
・
・
合

市
さ
で

・

e
 

C
[

）
 

代

さ
ら
に
ご

4,000円

2,000円

1,000円

ー』
3,500円

1,500円

1,000円

4,500円

2,000円

1,500円

6,000円

3,000円

2,000円

（中学生以上）

ども（小学生）

児(4廊j上の未就学児）

人

ども

児

人

ども

児

※ l室 2人以下で使用の場合、各1,000円増。休前日の場合は、

各500円増となります。

200円

700円

◎ •?` 

大人

子ども

※宿泊室使用の場合、 1室につき各500円増となります。

テント設営（キャンプ場のみ使用の場合） r-----1,000円
9 A定食 | 3,500円

：且定食 I 2,500円

匹食 I 2,000円
1,500円

1,500円

平
成

11
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状

況
と
、
補
正
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
一

般
会
計
予
算
は
、

専
決
及

び
9
月
補
正
で

14
位
989.h
円
増
額
し
、

総
額
470
樟
789
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
財
政
課
）

補
正
に
よ
る
＿

一

主

な

事

業

▽
障
害
者
手
当
経
費

2
千
44
万
円

▽
緊
急
一
時
保
渡
事
業
経
費

376
万
円

▽
介
設
保
険
準
備
経
費

l
千
850
万
円

％ 

60,, 100 
,'r, 

194億3,3,

6億

39億6.9~.!?:：-

20億3,828

〈

円〈28.6%〉

▽
在
宅
介
設
支
援
セ
ン

タ
ー

（フ
ラ
ワ

ー
ホ
ー
ム
）
委
託
料

654
万
円

▽

（仮
称
）
栄
町
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ

改
修
経
費

3
千

506
万
円

▽
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通
記
念
イ

ベ
ン
ト
事
業
委
託
料

100
ガ
円

▽
日
野
第
一
山中
学
校
校
舎
耐
震
診
断
委

託
料

709
万
円

▽
日
野
第
三
中
学
校
校
舎
耐
裳
診
断
委

託
料

519
万
円

▽
土
地
間
発
基
金
保
有
上
地
購
人
費

4
低
7
千
233
ガ
円

人件費の状況（平成10年度普通会計決算）

・鬱］こ9翌`疇，＂尋ク1謬
人 干円 千円 ニ

163,6 

人件費には一般職に支給される給与と特別職に支給される給料
済費 （社会保険料の事業主負担分）等を含みまg。
普通会計とは一般会計 • 土地区両整理事業特別会計と下水道事業特別会計の一部をい
います。

3.平成lO年4月1日現在の一般行政職の給与水準は、国を100とした場合に日野市は106.9
となっており、 東京都27市では上から 5番目の水準となっています。

（注） l 

2
 

報酬・手当のほか、共 了：貫星55.535千円筐理職手当

ゃぺ•9'\ ^ 

仕事の内容や 責任に応じて給料表冷及などによって区分されており、

民間の基本給に相当するも

当 ＇9, 墨？：ヽ ',

＝■ 1 岱＇ I'配；i翌1 1雪i.ッ，

人につき7,900円 2人まで 1人につき5,500円

•- I I 云---=~ '"歳～22歳の[,000円加算 1醤悶鈷翌ぷ醤
·i9遍 ，ぷI ,’;.,'魯蓋う—- - ，9 、ヽべ‘~‘’5唸，9，'，9_ '

日野市

・扶養管理職手当の 10%

... ,‘'一灼’' ， =一.—＿マ―- 一面
9 8,371円（平成10年度）

濾 I,%,--＝平 ご`：

遭 lふ`c, 9 | 口贔

員'|心I
い心腎 lu,500円（医師のうち市内に住居

ふと を借りているものは、最高25,500

tl I I & 心-離I？誓て支給

桓
麟等 ，

一 匂，免，，，＇，9' ，9

| ：戸宣〗士ぢもの
、1期□□：□三業務手

l /二：言塁門：門畠長聴5％ 課長職4％課長補佐職3%）

＇ 

普通退職 定年等退職 普通退職 定年等退職

;,c1・'-'_,＇．;' 支， r 勤続叩年 ＇：l,,I 35.o月 43.0月 24.25月 38.0月

¥ヽ之；i名い 給 な・ 彎細,,.-I 44.5 I 54.5 I 32.5 I 5□.o 
巳．”レ 率 ぎゞご喝蒻全ぷ咤 57.5 I 62.7 I 49.75 I 62.7 

．』 ゞ た、最高霞 二-中 60.0 62.7 50.0 62.7 

i 

＇ 

国

通勤距離に応じて支給

実費(50,000円を限度）

国

住宅の場合、最高27,000円
度。

所有住宅の場合、 1.000円

7, 

昇給時間短縮の状況（一般行政職）
区 裏9 9 ,．̀ "-’'心9年度冨 ロ
(A) ~こ｀衣芯□ 893人
給期間を ＇ ：：て 1 C:[ 

した

面 ←ん(m̂`言`で1 174%| 136% 
（注）昇給期間短縮とは普通界給期間（適常72月）を短縮して

界給させる措置のことをいいます。

平成11年4月1日現在

学卒I182700円I198:：□。：ピ：：I：`:1;；;;
一

141,700円1151,600円

IJj人 122人

職員の 平均給料・平均給与月額と平均年齢の状況平成l_l年4月1日現在

一般盪行忍政職：，ら り 1心溶ぎ叶支能，、 労
額平均恰与月額平均年齢

二；□:三三1二塁：閂I：二］〗7（注）l. 「平均給与月額」とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。
2.市都の技能労務職には、国にはない清掃などの業務に従事する職員も含まれています。

職員の初任給（給料）の状況

職 ：:
0人 54人 68人 143人 579人 32人

.2% I 6.0% I 7.6% 116.0% I 64.6% I 3.6% 

.3% I 5.8% I 5.8% I 16.2% I 66.9% I 3.0% 

の構成比 2.0% I 5.2% I 5.8% 117.2% I 65.4% I 4.4% 
（注）l.市の給与条例に基づく給料表の等級区分による裁員数です。

2.標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

特別職の報酬等の状況

I祠＝王こ9||給 料冷とt報言言
報l

625,000円
560,000円
550,000円

りl 塁腐盟
市長、助役及び収入役の平成ll年4月から平成12年3月までの間に支給する給料の額は、
上記の給料月額から10％の減額措置をとりました。

2.市長、助役及び収入役の期未手当の支給額は、期末手当支給割合で算出した額から平成
10年1 2月期は、市長30%、助役•収入役15%、平成11年 3 月期は、それぞれl0％の減額
措置をとりました。

3 教育長については、収入役と同様の減額措置をとりました。

部門別職員の定員状況

896人

100% 

100% 

100% 

6月期
l2月期
3月期

計

l
明
明
＿

l

2
2
n
i
5
 

2億

都 国

1勉 計 期末 勤勉 計

9ぞ惑9弔1・62ゞ月月，， 期見' 
1.6月 0.6月 2.2月 1.75月 0.45月 2.2月 1.6月 0.6月 2.2月

期ヨ 1.9 0.6 2.5 2.05 0.45 2.5 1.9 0.6 25 

'3月期吃 0.55 0.55 0.55 0.55 0.55 

一
0.55 

計 ‘ 4.05 1.2 5.25 '4.35 0.9 5.25 4.05 1.2 , 5.25 

三
171万円 1 2,828万円

・定年前早期退職特例措置
(2%~20％加算）

消防職員加算

退職時特〗•藍：~ r 、|定年等退職の場合原則 1 号給、特別 2 号給 | 1号俸

（注）普通退職とは自己都合などによる退暖をいい、定年等退職とは、定年（原則60歳）また1杏勧奨などによる退職をいいます。
｀やし~も、 9,. ． 9 心ゞ玲：ぷ』

533万円

な

2,934万円

し
・定年前早期退職特例措置
(2%~20％加算）

（注） l 

各年4月1日現在

188人 181人 183刈女性に関する施策推進等

64人 64人 64人
363人 362人 376人介護保険対応等

91人 93人 96人 覆境行政・リサイクル対策推進等

2人 2人 2人
9人 9人 8人 1組織改正による人員配置見直し

3人 3人 3人
141人 138人 135バ事業規模の縮少等

871人 862人 877人
366人 364人 357人 1児童•生徒数の減少等

,237人 l,226人 l.234人
239人 240人 228人建て替えに伴う業務見直し

26人 26人 21人

74人 73人 75人1欠員補充等

339人 339人 324人
. 576人 l,565人 1,558人

（注） 1 識員数は、 一般職に属する職員敬（教育長を含む）です。
2.第 2次行財政改革大綱では、職員定数を平成ll年度より 3年で退職者不補充で80人削

減、さらに、民間委託等の推進により平成20年度までに130人を削減する数組目標や給
与制度の見直し等を定めています。

◎ ともに手をとりうるおいのあるまちに 支えあい助けあうまち H野のまち

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 ■馳環叩lI•■ 第 979号 11/15 

市
主
催
の
も

ー

ん

の

で

、

内

確
認
は
当
事
者
問
で
。
な

あ
っ
た

を
見
｛

す。

＊
水
彩
画
と
生
け
花
展
（
草
月
流
）

▽
日
時
1
1
1
1
月
1
6
日
S
2
1
日
午
前
10

時
S
午
後
5
時
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
1
1
松
隈

（空584
.
1
0
3
0
)

＊
景
水
会
書
道
展

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
3
H
S
2
8
H
j
E
T
S

午
後
6
時
※
2
3
日

・
2
7
H
.
2
8
H
は

午
前
10
時
か
ら
、
2
8
日
は
午
後
5
時

ま
で
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
烹
問
合
せ
先
1
1
栗
城
(
6
5
8
3
.

6
8
1
5
夜
間
）

＊
か
し
の
木
学
級
生
•
O
B
会
「
絵

手
紙
教
室
作
品
展
」

▽
日
時
11
1
1
月
2
4
日
S
2
8
日
午
前
10

時
S
午
後
4
時
3
0
分
▽
会
場
1
1
邸
幡

図
害
館
▽
問
合
せ
先
11
稲
村
(
6
5
9
1

.
3
6
9
7
)
 

＊

「
今
月
の
地
図
」
展
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
旅
2

▽
R
程
11
1
1
月
2
4
H
ー
2
8
日
▽
会
場

1
1
中
央
図
書
館
▽
問
合
せ
先
1
1
菊
澤

(6591
.
3
3
7
8
)
 

＊

「
虹
の
会
」
油
絵
・
水
彩
画
展

▽
日
時
1
1
1
1
月
3
0
H
ー
1
2
月
5
日
午

前
10
時
ー
午
後
5
時
※
1
2
月
5
U
は

午
後
4
時
ま
で
▽
会
場
1
1
と
よ
だ
市

器知窓⑨災想闊。一

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先
11
鹿
野

(
6
5
9
1
.
1
7
1
7
)
 

＊
都
立
片
倉
高
校
公
開
講
座
「
ガ
ラ

ス
工
芸
」

▽
日
時
1
1
1
2
月
1
1
日

・
12日

・
19日

.
2
3
日

・
2
5
日
午
前
10
時
S
午
後
5

時
▽
会
場
11
都
立
片
倉
底
校
（
八
王

子

rh)
▽
内
容
1
1
パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ

ェ
ー
ル
に
よ
る
追
形
（
花
器
）
▽
対

象
11
大
人
10
人
※
全
日
程
参
加
で
き

る
方
▽
牝
用
11
8
千
5
0
0
円
▽
申
込
み

1111月

20
日
（
必
着）

ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

▽
問
合
せ
先
11同
校

(
〒
1
9
2
1
0
9

1
4
八
王
子
市
片
倉
町
1
6
4
3
6

0
4
2
6
.
5
.
3
6
2
1
)
 

3
 

さ
い
ち
は
る

＊
岸
智
春
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

▽
H
時
11
1
2
月
8
日
午
後
7
時
か
ら

▽
会
場
11い
ず
み
ホ
ー
ル

（
西
国
分

寺
駅
）
▽
牧
用
1
1
1
千
円
（
チ
ケ
ッ

ト
代
）

▽
問
合
せ
先
1
1
雀

(
6
0
7
0
.

5
5
5
9
.
1
2
8
1
l
 

＊
子
育
て
セ

l
l
l

ナ
ー

▽
日
時
1111
月
20
日
午
前
10
時
＼
正

午
▽
会
場
11
高
幡
珠
算
熟
▽
講
師
II

宮
井
エ
イ
子
氏
（
由
倫
理
研
究
所
）
▽

問
合
せ
先
1
1
近
藤
(
6
5
9
1
.
5
0
4
1
)

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ヱ
開
館
3
0
周
年
記
念
展
一
ホ
•
発
表
会

▽
H
程
1111
月
26
日
ー
2
8
日
▽
会
場

"rli民
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
ス
テ
ー
ジ

発
表
▽
日
時
1
1
1
1
月
2
7
日
午
後
1
時

か
ら
▽
会
場
1
1
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

竺
輪
車
ク
ラ
ブ
発
表
会

▽
日
時
11

1
1
月
2
8
日
午
後
2
時
3
0
分
か
ら
▽
会

場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す

▼
北
海
道
物
産
注

文
受
付

▽
物
品
1
1
だ
ん
し

ゃ
く
、
玉

ね
ぎ
、
あ
ず
き
、
昆
布
、
鮭
ほ
か
▽

申
込
み
1
1
1
1
月
22
日
ま
で
に
電
話
で

マ
ン
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
「
ク
リ
ス
マ

ス
サ
ン
タ
を
作
ろ
う
」
▽
日
時
1
1
1
1

月
2
5
日
、
1
2
月
2
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
費
用
1
1
5
千
150
円
マ
秩
父
札
所

巡
り
パ
ー
ト
③
1
2
番
S
1
9
番
札
所

▽

費
用
1
1
8
千
400
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
代

ほ
か
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場
・

問
合
せ
先
1
1
同
セ
ン
タ
ー
(
6
5
8
2
.

3
1
3
6
)
 

＊
バ
ザ
ー
に
物
品
提
供
を

▽
1
月
3
0
日
に
か
ざ
ぐ
る
ま
の
家
で

行
わ
れ
る
バ
ザ
ー
に
物
品
（
大
型
の

家
具
、
電
機
製
品
は
除
く
）
の
提
供

を
※
取
り
に
伺
い
ま
す

▽
問
合
せ
先

11
通
所
訓
練
施
設
か
ざ
ぐ
る
ま
の
家

(
6
5
9
3
.
2
3
0
6
)
 

＊
親
子
リ
ズ
ム
あ
そ
び

▽
日
時
1111
月
18
日
午
前
10
時
S
正

午
▽
会
場
11
束
部
会
館
▽
対
象
11
乳

幼
児
と
親
※
動
き
や
す
い
服
装
で
▽

費
用

11100円

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
子

ど
も
劇
場
(
6
5
9
1
.
5
1
3
6
)

＊
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
．
In
多
摩
平

▽
日
時
1111
月
2
8
日
午
前
1
1
時
ー
午

後
2
時
▽
会
場
11
多
序
平
第
1
公
園

▽
内
容
11歌、

模
擬
店
、
パ
ネ
ル
展

示
（
平
和
間
題
）
▽
問
合
せ
先
1
1
上

地
(
6
5
8
7
.
7
0
7
6
)

＊
霜
月
「
東
部
ふ
れ
あ
い
寄
席
」

>
日
時
1111
月
2
8
日
午
後
2
時
か
ら

▽
会
場
11
東
部
会
館
▽
出
演
11花
の

家
小
夢
ほ
か
▽
問
合
せ
先
11
日
野
古

典
芸
能
を
楽
し
む
会
（
片
山
6
5
8
4
.

9
9
1
6
)
 

＊
地
図
で
楽
し
む
小
さ
な
旅
「
東
海

道
本
線
の
車
窓
と
お
茶
の
郷
」

▽
日
時
1112
月
1
2
日
※
午
前
7
時
東

京
駅
7
番
ホ
ー
ム
に
集
合
▽
行
き
先

11熱
海
、
金
谷
、
牧
ノ
原
大
茶
園
、

島
田
、
沼
津
、
茅
ヶ
崎
、
八
王
子
▽

費
用
1
1
5
千
800
円
（
昼
食
代
含
む
）

▽
説
明
会
1111
月
2
5
日
午
後
3
時
3
0

分
か
ら
中
央
図
書
館
で
▽
申
込
み
先

11
菊

澤

(
6
5
9
1
.
3
3
7
8
)

＊
川
の
流
れ
る
ま
ち
コ
ン
サ
ー
ト
出

演
者
募
集

▽
日
時
1112
月
2
3
日
午
後
1
時
3
0
分

か
ら
▽
会
場
1
1
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
（
高

幡
）
※
歌
、
楽
器
演
奏
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
11月
20
日
ま
で

に
申
し
込
み
を

▽
申
込
み

・
問
合
せ

先
1
1
朝
比
奈
(
6
5
8
4
.
1
9
4
0
)

＊
明
星
大
学
公
開
講
座

▽
日
程
・
内
容
1111
月
15
日

：
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
共
生
の
理
念
と
実

践
の
方
向
／
2
5
8
:
•
青
年
期
自
閉

症
、
学
習
障
害
の
現
状
と
社
会
参
加

▽
時
間
11
午
後
0
時
20
分
S
2
時
20

分
▽
会
場
11
同
大
学
▽
申
込
み
先
II

同
大
学
(
6
5
9
1
.
5
1
0
5
)

＊
肝
臓
病
友
の
会
相
談
会

▽
日
時
1111月
21
日
午
後
1
時
か
ら

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽

問
合
せ
先
1
1
同
会
（
赤
塚
6
5
8
5
.
1

7
2
3
)
 

*
＝
＿
多
摩
司
法
書
士
電
話
相
談
会

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
3
日
午
前
10
時
S
午

後
4
時
▽
電
話
番
号
1
1
5
2
7
.
1
9
1

9
▽
内
容
1
1
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
住
宅
ロ

ー
ン
等
の
相
談
※
面
接
相
談
も
あ

り
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
立
問
合

せ
先
11
松
村
(
6
042.389
.
6
7
7
4
)

＊
マ
マ
の
た
め
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講

座▽
日
時
1
1
1
1
月
2
5
日
午
前
10
時
3
0
分

S
正
午
▽
会
場
1
1
杉
野
学
園
百
草
教

室
※
小
さ
な
子
ど
も
同
伴
可
▽
費
用

1
1
1
千
700
円
（
教
材
費
、
菓
子
代
含

む）

▽
問
合
せ
先
11
同
学
園
(
6
591

・
1
2
2
0
)
 

＊
日
進
会
「
折
り
紙
同
好
会
」

▽
日
時
1111
月
2
8
8
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場
1
1
勤
労
•
青
年
会
館
▽
費

用
1
1
5
0
0
円
（
資
料
代
）
▽
問
合
せ
先

11
斉

膝

(
6
5
8
1
.
3
2
9
8
)

＊
連
続
講
座
「
昭
和
史
を
詰
る
」

▽
日
時
1111
月
2
8
日
午
後
1
時
3
0
分

S
4
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
中
国
人
の
も
の
の
考

え
方
▽
講
師
1
1
小
松
良
郎
氏
▽
費
用

11300円

▽
問
合
せ
先
11
日
野
の
歴
史

と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾
6
591
.
2

5
6
6
)
 

＊
季
節
の
手
作
り
講
習
会

▽
日
時
1111
月
3
0
日
午
前
10
時
か
ら

と
午
後
2
時
か
ら
の
2
回
▽
会
場
1
1

会
員
宅
（
多
摩
平
団
地
内
）
▽
内
容
II

①
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
②
辰
年
の
え

と
の
木
目
込
み
人
形
▽
費
用
11
①
l

千
5
0
0
円
②
1
千
800
円
▽
申
込
み
先
II

今

井

(
6
5
8
1
.
7
5
4
7
)

＊
都
立
科
学
技
術
大
学
公
開
講
座

①
和
だ
こ
を
作
ろ
う
（
親
と
子
の
理

科
技
術
教
室
）

▽
日
時
1112
月
1
9
日

午
前
10
時
S
午
後
4
時
▽
定
員
11
親

子
で
50
人
②
特
別
講
演
会
ビ
デ
オ

「
宇
宙
を
探
る
ー
動
き
始
め
た
す
ば

る
望
還
鏡
」

▽
日
時
1112
月
11
H
午

後
2
時
S
4
時
3
0
分
▽
講
師
11小
平

桂

一
氏
（
国
立
天
文
台
台
長
）
マ
甲
込

み
1
1
①
は
1
2
月
6
日
（
必
治）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。

②
は
当
日
先
着
順

▽
問
合
せ
先
11同
大
学
交
流
セ
ン
タ

ー
公
開
講
座
担
当
(
〒
1
9
1
1
0
0
6

5
旭
が
丘
6
の
6
6
5
8
5
.
8
6
7
6
)

＊
講
演
会
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

の
い
ま
」

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
3
日
午
後
2
時
S
4

時
▽
会
場
11
大
久
保
地
区
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
1
1
天
笠
啓
裕
氏
（
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
）
▽
問
合
せ
先
1
1
大
地
を
守

る
日
野
地
域
連
絡
会
（
洪
6
586
.
7

9
2
9
)
 

＊
中
央
大
学
講
演
会

▽
日
時
1
1
1
1
月
2
5
8
午
後
1
時

20
分

¥
2
時

50
分
▽
会
場
1
1
中
央
大
学

（
八
王
子
市
）
▽
テ
ー
マ
1
1
国
際
社

会
の
変
動
と
中
国
7
溝
師
11
中
嶋
嶺

雄
氏
（
東
京
外
国
語
大
学
学
長
）
▽

問
合
せ
先
1
1
同
大
学
学
生
部
(
6

0

4
2
6
.
7
4
.
3
4
7
1
)
 

＊
日
野
市
チ
ー
ム
儘
勝
卓
球
大
会

▽
日
時
1
1
1
2
月
1
2
日
午
前
9
時
か
ら

▽
会
場
11
南
平
体
育
館
▽
種
目
1
1
男

女
別
団
体
戦
※
1
チ
ー
ム
4
、
5
人

▽
対
象
1
1
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
、
連
盟
会
員
▽
費
用
1
1
1
チ
ー
ム

3
千
円
※
会
員
チ
ー
ム
は
2
千
5
0
0
円

▽
申
込
み

1112
月
1
日
ま
で
に
現
金

0
8
 を

添
え
て
、

三
澤
佳
紀
(
〒191

ー

0

0
3
4
落
川
184
の

4
6
591
.
6
5
2

4
夜
問
）
へ

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

▽
日
時
1112
月
2
日
午
前
10
時
S
午

後
5
時
▽
会
場
1
1
旭
が
丘
中
央
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▽
費
用

11
300円（
コ

ー
ト
代
・

保
険
料
含
む
）
▽
申
込
み

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
豆
問
合
せ
先

1
1
花
岡
(
6
5
8
4
.
1
1
2
6
夜
間
）

＊
森
に
親
し
む
集
い

▽
日
時
1111
月
2
7
日
午
前
9
時
S
午

後
1
時
▽
会
場
11八
王
子
市
上
恩
方

町
板
当
国
有
林
▽
内
容
1
1
自
然
観
察

と
ハ
イ
キ
ン
グ
▽
定
員
1170人

（先

着
順
）
▽
持
ち
物
1
1
昼
食
※

ハ
イ
キ

ン
グ
の
で
き
る
服
装
で
マ
甲
込
み
先

1
1
日
野
自
動
車
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド

事
務
局
(
6
586
.
5
0
2
3
)

＊
公
開
探
鳥
会

▽
日
時
11
1
2
月
1
2
日
午
前
8
時
百
草

園
駅
集
合
※
雨
天
中
止
▽
会
場
11
浅

川
（
多
庶
川
合
流
S
ふ
れ
あ
い
橋
）
▽

内
容
1
1
冬
鳥
の
観
察
▽
費
用
11顕
円

▽
持
ち
物
11
双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、
防

寒
具
、
雨
具
ほ
か
▽
問
合
せ
先
1
1
八

王
子
カ
ワ
七
ミ
会
（
門
口

6

0
4

2

6
.
3
5
.
6
8
8
6
午
後
7
時
以
降
）

＊
日
野
走
友
会

▽
毎
週
日
曜
日
午
前
7
時
に
市
民
プ

ー
ル
前
に
集
合
、
浅
川
堤
防
周
回

コ

ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▽
対
象
1
1
健
康

な
方
▽
費
用
11
年
3
千
円
▽
問
合
せ

先
11
岩

崎

(
6
581
.
5
5
3
5
)

＊
日
野
ギ
タ
ー
ソ
サ

H
テ
ィ

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
0
時
3
0
分
S
2

時
3
0
分
に
中
央
公
民
館
で
▽
費
用
II

入
会
金
1
千
円
、
月
4
千
5
0
0
円
※
無

料
講
習
会
を
1
2
月
ま
で
の
月
2
、
3

回
水
曜
日
午
後
3
時
S
5
時
に
中
央

公
民
館
で
開
催
中
。
見
学
歓
迎
▽
問

合
せ
先
1
1
長
井
(
6
5
8
3
.
8
2
1
7
)

＊
人
形
劇
団
「
ひ
の
」

▽
毎
週
2
回
午
後
7
時
S
9
時
に
劇

団
事
務
所
（
豊
田
4
丁
目
）
で
▽
対

象
1116
歳
以
上
。
役
者
の
ほ
か
、
美

術
、
照
明
、
音
響
、
制
作
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
▽
問
合
せ
先
1
1
同
劇

団

(
6

函
582
.
0
0
3
4
)

＊
中
高
年
の
た
め
の
ト
リ
ム
体
操

▽
毎
月
第
2
S
第
4
月
曜
日
午
後
1

時
S

3
時
に
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
で
▽
費
用
11人
会
金
1
千
円
、

月

1
千
700
円
▽
問
合
せ
先
1
1
古

屋

(
6

8

.
0
2
9
2
)
 

5
 

＊
精
神
障
害
者
家
族
会
「
日
野
い
す

み
会
」

▽
毎
月
第
1
火
曜
日
午
後
1
時
S
4

時
に
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
例

会
※
福
祉
施
設
見
学
や
親
睦
旅
行
も

あ
り
▽
内
容
1
1
病
気
の
理
解
や
対
応

の
仕
方
を
学
び
、
悩
み
を
共
有
▽
費

用
1
1
月
250
円
▽
問
合
せ
先
1
1
竹
之
内

(
6
581
.
8
6
3
2
)
 

＊
ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
隊
貴
募
集

マ
ポ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
▽
対
象
1
1
ビ
ー

バ
ー
隊
・
・
来
年
度
小
l
以
上
／
カ
プ

隊
：
同
小
3
以
上
マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

卜

▽
対
象
1
1
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
…
同
小
ー

以
上
／
ジ
ュ
ニ
ア
・
・
向
小
4
以
上
▽

問
合
せ
先
1
1
岩
田
(
6
5
9
1
.
0
4
8

6
)
 

*
3
B
体
操
「
ト
ゥ
ウ
ィ
ン
ク
ル
3
B
」

空
暉
週
金
曜
H
午
前
10
時
S
1
1
時
3
0

分
に
新
井
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

▽

内
容
1
1
音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ

ッ

チ
中
心
の
健
康
体
操
※
見
学
、
体
験

歓
迎
▽
費
用
1
1
月
3
千
円

▽
問
合
せ

し
一き

わ

ぎ

先
1
1
常
磐
木
(
6
5
8
7
.
6
2
7
1
)

＊
お
子
さ
ん
連
れ
で
国
際
交
流
を

7
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
に

中
央
公
民
館
で
マ
内
容
11
日
本
語
教

室
で
学
ぶ
外
国
人
の
方
の
子
ど
も
を

預
か
り

一
緒
に
遊
ぶ
※
日
野
国
際
友

好
ク
ラ
ブ
の
入
会
に
な
り
ま
す
▽
費

用

1
1
月
3
0
0
円

▽
問
合
せ
先
1
1
松
本

(
6
5
9
2
.
6
5
1
1
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ド

リ
ー
ム
」

▽
毎
月
第
1

S
第

3
火
曜
日
午
後
6

時
3
0
分
＼

8
時
40
分
に
市
民
陸
上
競

技
場
内
会
議
室
で
※
駐
車
場
あ
り
▽

費
用
11
月
3
千
円
※
プ

ロ
の
指
導
あ

り
▽
問
合
せ
先
1
1
斉
藤
(
6
5
8
3
.
6

3
6
9
)
 

＊
囲
碁
ク
ラ
ブ
「
井
自
会
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
S
5
時
に

中
央
公
民
館
で
▽
費
用
1
1
月
1
千
5
0
0

円
※
初
心
者
歓
迎
▽
問
合
せ
先
1
1
中

村
(
6
5
9
1
.
6
3
0
0
)

＊
社
交
ダ
ン
ス
「
ル
・
レ
ー
ブ
」

▽
毎
週
木
曜
日
午
前
1
1
時
か
ら
中
央

幅
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
▽
対
象
1
1
初

心
者
※
指
導
あ
り
▽
費
用
11入
会
金

1
千
円
、
月
3
千
円
▽
問
合
せ
先
II

岡
田
(
6
5
8
3
.
7
9
8
3
午
前
10
時

ま
で
）

＊
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル
「
オ
リ

ー
ブ
の
会
」

芝
囲
週
月
曜
日
午
前
10
時
⑳
分

S
ll

時
3
0
分
に
コ
ニ
カ
体
育
館
な
ど
で
▽

費
用
11入
会
金
1
千
円
、
月
2
千
円

※
見
学
歓
迎

▽
問
合
せ
先
1
1
高
橋

(6
585
.
0
9
7
7
)
 

入
〗
[

[
▽

顔

上

・
下

シ

ド

ニ
ィ
・
シ
ェ

ル
ダ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版

▽
ど
う
創
る
循
環
型
社
会

ド
イ
ツ

の
経
験
に
学
ぶ

川

名

英

之

緑

風
出
版

▽
病
の
人
間
学
立
川
昭
二

筑
摩

書
房

（
中
央
図
書
館
6
583
.
7
3
5
4
)

ともに手をとりやすらぎのあるまちに ◎
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平
成
12
年

(
2
0
0
0
年）

＂
野
巾
成
人
式

1
月
10
日
⑱
に
開
催
さ
れ
ま
す

市
で
は
、
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を

お
祝
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
励
ま
す
た
め
に
成
人
式
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
来
年
か
ら
祝

日
法
の
改
正
に
よ
り
、
成
人
の
日
は

1
月
の
第
2
月
曜
日
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

▽
日
時

1
1
1
月
10
日
午
前
11
時
3
0
分

か
ら
※
午
前
11
時
開
場
▽
会
場
11
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
▽
対
象
11
昭
和
5
4

年
4
月
2
日
S
昭
和
55
年
4
月
1
H

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
※
案
内
状
は
年

賀
ハ
ガ
キ
で
送
り
ま
す
▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

米
年
度
の
文
化
祭

参
加

M
体
を
募
集

来
年
度
の
市
民
文
化
祭
の
参
加
団

体
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
で
日
野
市
の
文
化
の
発
展

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▽
参
加
条
件
11
①
代
表
者
ま
た
は
事

務
取
扱
者
が
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
②
市
内
に
事
務
局
が

あ
る
③
会
則
と
会
員
名
簿
を
備
え
て

い
る
④
会
員
の

8
割
以
上
が
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
▽
市

民
文
化
祭
の
期
間

11
来
年
10
月
上
旬

¥
1
1
月
中
旬
▽
申
込
み

1111
月
3
0
日

ま
で
に
生
涯
学
習
課
ヘ

て
み
よ
う

I
-
-
3

二
F- 〗
＿-n
m＿
ご
五i-

●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ク
ッ
キ
ー
と
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

準
備
も
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
。
キ

ャ
ン
デ
ィ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
は

め
こ
ん
だ
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
と
、

飛
び
出
す
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作

り
ま
す
。
ク
ッ
キ
ー
は
、
リ
ボ
ン
を

つ
け
て
ツ
リ
ー
に
飾
り
ま
す
。
ク
ッ

キ
ー
が
焼
け
る
の
を
待
ち
な
が
ら
楽

し
い
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▽
H
時
1112
月
9
日
午
後
6
時
3
0
分

S
8
時
3
0
分
▽
会
場
11
東
部
会
館
▽

対
象
11
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者

※
小
学
生
は
保
設
者
同
伴
で
▽
定
貝

"
2
0
人
（
先
着
順
）
▽
費
用

11300
円

ヱ
申
込
み
先

11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■正
月
の
寄
せ
植
え

松
、
竹
、
梅
、
ナ
ン
テ
ン
な
ど
を

使
っ
た
「
正
月
の
寄
せ
植
え
づ
く
り
」

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1112
月
2
日
・

3
日
午
前
10

時
ー
11
時
3
0
分
と
午
後
2
時
ー
3
時

3
0
分
▽
会
場
11
国
日
野
市
環
境
緑
化

協
会
（
日
野
中
央
公
園
南
側
）
▽
定

貝
11
各
回
25
人
※
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
▽
費
用

1
1
3
千
円
（
材
料
費）

芝
申
込
み

1111
月
24
日
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
偉
用
裏
面

に
講
習
会
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
日
と
午
前
か
午
後
の
ど

ち
ら
か
を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
、
⑰
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
(
〒

1
9
1
1
0
0
1
6
神
明
2

の
13
の
1
6
5
8
5
.
4
7
4
0
)

へ

■体
験
学
習
会
「
多
摩
川
探
訪
③
川

崎
大
師
か
ら
羽
田
・
穴
守
稲
荷
ま
で
」

日
野
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
多
摩

川
へ
の
理
解
を
深
め
る
講
座
で
す
。

今
回
は
河
口
部
の
川
崎
大
師
・
羽
田

周
辺
を
訪
れ
、
流
域
の
人
々
と
多
摩

川
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
ま
す
。
日

野
周
辺
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
風
景

を
見
せ
る
河
口
部
の
多
摩
川
で
、
秋

の
一
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

言
口
時

1111
月
2
7
日
午
前
8
時
50
分

S
午
後
5
時
3
0
分
▽
コ
ー
ス
11
若
宮

八
幡
宮
、
川
崎
大
師
、
河
口
部
の
ヨ

シ
原
、
羽
田
舟
溜
り
、
穴
守
稲
荷
ほ

か
▽
対
象
11
小
3
以
上
※
小
学
生
は

保
設
者
同
伴
で
▽
定
員
1
1
2
5
人
（
先

着
順
）
▽
費
用
11
大
人
の
み

1
千

560
円
（
交
通
費
）
▽
持
ち
物
11
弁
当
、

水
筒
、
双
眼
鏡
（
お
持
ち
の
方
）
※

▲釣り船が停泊する多摩川河口の舟溜り

歩
き
や
す
い
服
装
で
▽
申
込
み

1111

月
16
日
午
前
9
時
か
ら
ふ
る
さ
と
博

物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)

へ

■保
育
支
撲
の
学
習
会
「
子
ど
も
と

親
と
保
育
者
の
関
係
」

働
く
女
性
の
増
加
や
少
子
社
会
に

よ
り
、
子
育
て
を
支
援
す
る
社
会
環

境
作
り
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま

す
。
育
児
を
助
け
、
地
域
社
会
の
養

育
機
能
を
高
め
る
保
育
支
援
の
あ
り

方
を
学
習
し
ま
す
。

▽
日
時

1111
月
16
日
午
後
1
時
3
0
分

S
3
時
3
0
分
▽
会
場
11
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
育
児
の
現
状
、

育
児
支
援
と
は、

子
ど
も
と
親
と
保

育
者
の
関
係
、
望
ま
し
い
人
間
関
係

の
形
成
と
維
持
▽
講
師
11
望
月
武
子

氏
（
元
日
本
総
合
愛
育
研
究
所
主
任

研
究
員
）
▽
申
込
み
先

11
日
野
市
女

性
社
会
事
業
協
会

(
6
5
8
5
.
0
0
6
5
)

■や
さ
し
い
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
講
座

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
が
ブ
ー
ム
と
い
わ

れ
、
あ
ち
こ
ち
で
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
は
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
が
発

展
し
た
社
会
的
背
景
や
、
作
曲
家
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た
用
語
解
説
な
ど

の
話
を
交
え
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
選
び
実
際
に
聴
き
な
が
ら
講
座

を
進
め
ま
す
。

▽
日
時

1112
月
11
日
S
3
月
4
日
の

土
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
（
全

8
回）

▽
会
場
11
中
央
公
民
館
※
12
月
11
日

の
み
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
II

渡
邊
温
子
氏
（
宮
地
楽
器
チ
ェ
ン
バ

ロ
科
講
師
）

▽
内
容
11
別
表
参
照
▽

定
員

1150
人
▽
費
用

11500
円
程
度

（
資
料
代
）
▽
申
込
み

1111
月
16
日

か
ら
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8

▲みんなで一緒に作ってみよう

■東
京
都
公
民
館
研
究
大
会

第
38
回
東
京
都
公
民
館
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の

方
は
、
申
し
込
み
を
。

▽
日
時

1
1
1
月
23
日
午
前
10
時
S
午

後
4
時
3
0
分
▽
会
場
11
東
京
都
立
多

摩
社
会
教
育
会
館
（
立
川
市
）
▽
テ

ー
マ
11

「
学
び
」
を
は
ぐ
く
む
公
民

館
S
新
た
な
る
学
び
の
模
索
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を
▽
費
用

1
1
1
千
500

円
（
資
料
代
ほ
か
）
▽
申
込
み

1112

月
2
日
ま
で
に
中
央
公
民
館

(6581

•
7
5
8
0
)へ

■平
山
中
地
区
青
少
年
育
成
会

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
「
み
ん
な
の

た
ま
り
場
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気
軽
に

日程 1 内容（ジャンル）

バロックでクリスマス(j)(オラトリオ）

バロックでクリスマス②（ノエル・コラール）

記念日の音楽（カンタータ）

踊る音楽（組曲）

音楽は愛を語る① （マドリガル）

音楽は愛を語る② （オペラ）

競い合う楽器たち（コンチェルト）

パッハのお約束（フーガ）

主な作曲家

ヘンデル、バッハ

スウェリンク、ダンドリュー

シャルバンティエ

クーブラン、フロベルガー

モンテヴェルディー

スカルラッティー、リュリ

ヴィヴァルディー、コレリ

バッハ

0
)

へ

◄

や
さ
し
い
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
講
座

集
い
、

ほ
っ
と
で
き
る
場
所
を
目
指

し
て
実
施
し
て
い
る
「
み
ん
な
の
た

ま
り
場
」

。
平
山
小
体
育
館
を
会
場

に
原
則
月
1
回
、
第
2
日
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

9
月
12
日
を
皮
切
り
に
既
に
2
回

実
施
し
、
友
達
と

一
緒
に
、
家
族
み

ん
な
で
、
大
人
ひ
と
り
で
、
子
ど
も

ひ
と
り
で
、
な
ど
多
く
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
体
育
館
で
思
い
っ

き
り
身
体
を
動
か
し
た
り
、

手
作
り

コ
ー
ナ
ー
で
工
作
を
楽
し
ん
だ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

今
後
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場

所
「
み
ん
な
の
た
ま
り
場
」
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
こ
れ
か
ら
の
予
定

▽
日
時
1112
月
12
日、

2
月
13
日、

3
月
12
日
午
後
1
時
ー
3
時
▽
会
場

11
平
山
小
体
育
館
▽
問
合
せ
先

11
岩

井

(6583
.
6
9
0
1
)

■六
小
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
防
災
訓
練

▽
日
時
1111
月
21
日
午
前
10
時
ー
11

時
3
0
分
※
雨
天
中
止
▽
会
場
11
多
摩

平
第
9
公
園
▽
問
合
せ
先

11
能
登
屋

（
空

5
8
2
.
3
0
7
1
)

■グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
も
う

▽
H
時
1111
月
20
日、

12
月
11
日
・

18
日
午
前
10
時
3
0
分
＼
正
午
▽
会
場

11
日
野
自
動
車
（
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
費
用

11
100
円
（
保
険
料
含
む
）
※
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
▽
主
催
II

日
野
市
体
育
指
導
委
員
会
▽
問
合
せ

先
11
杉
山

(6584
.
9
2
1
5
)

■中
学
校
体
育
施
設
開
放
12
月
利
用

分
抽
選
会

▽
日
程

1111
月
19
日
▽
区
分
・
時
間

"
①
体
育
館
…
午
後
2
時
②
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
…
3
時
③
校
庭
…
4
時
▽
会

場
11
市
役
所
5
階

505
会
議
室
▽
参
加

資
格
11
団
体
登
録
証
を
持
参
し
た
方

（
中
学
生
以
下
は
不
可
）
▽
問
合
せ

先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

日
本
文
化
紹
介

「
江
戸
東
点
た
て
も

の
園
」
見
学

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
の

武
士
の
家
、
農
家
、
お
風
呂
屋
さ
ん
、

居
酒
屋
な
ど
歴
史
的
お
よ
び
文
化
的

に
興
味
あ
る
建
物
の
見
学
を
行
な

い

ま
す
。
こ
の
見
学
会
に
興
味
の
あ
る

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
は
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1111
月
2
3
H
午
前
8
時
15
分

＼
午
後
4
時
※
雨
天
実
施
。
市
役
所

正
面
玄
関
前
に
集
合
▽
行
き
先
11
江

戸
た
て
も
の
園
（
都
立
小
金
井
公
園

内）

＞
対
象
11
市
内
在
住
外
国
人
、

協
会
会
貝
と
そ
の
家
族
▽
定
員
11
30

人
（
先
着
順
）
▽
費
用

11
大
人

400

円
、
子
ど
も
200
円
（
軽
い
昼
食
付
き
）

▽
持
ち
物
11
雨
具
、
飲
み
物
、
敷
き

物
※
歩
き
や
す
い
服
装
で
▽
申
込
み

先
11
日
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

(
6
5
8
6
.
9
5
1
ー
／
回
5
8
6
.
9
5

4
3
)
 

回
転
市
場
で

ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
＆

、

着
物
フ
ェ
ア

「
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
「
ご

み
を
出
さ
な
い
暮
ら
し
」
を
す
す
め
、

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
る
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ

プ
回
転
市
場
。
そ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
同
シ
ョ
ッ
プ
で
「
中
古
の
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
＆
着
物
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ

、
。
＞ヽ

な
お
、
ご
来
店
の
際
は
、
買
い
物

袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の

ご
来
店
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

11
12
月
4
日
午
前
11
時
S
午

後
2
時
▽
会
場
・
問
合
せ
先

11
ひ
の

市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
回
転

市
場
」
（
多
摩
平
4
の
10
中
央
マ
ー

ケ
ッ
ト
内

6
5
8
7
.
8
7
0
7
)

歳
未
た
す
け
あ
い

バ
ザ
ー
に
ご
協
力
を

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

「
歳
末
助
け
合
い
運
動
」
の

一
環
と

し
て
、
恒
例
の
歳
末
た
す
け
あ
い
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
収
益

金
は
市
内
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
や
、

交
通
事
故
遺
児
等
に
見
舞
金
と
し
て

配
ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
福
祉
の
活
動

に
使
わ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ザ
ー
ヘ
の
物
品
の
提
供
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時

1111
月
28
日
午
前
10
時
S
午

後
2
時
▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
社
会
福
祉

協
議
会

(
6
5
8
2
.
2
3
1
8
)

＊
み
さ
わ
保
育
園
で体

験
保
育

参
加
者
募
集

▽
日
時

1111
月
17
日
・

18
日
・

19
日

•
2
2日の
午
前
9

時
3
0
分
S

正
午

▽
会
場
11
み
さ
わ
保
育
園
▽
対
象
II

1
歳
児
ク
ラ
ス
＼
5
歳
児
ク
ラ
ス
▽

定
貝
1
1
1
日
各
ク
ラ
ス

2
組
（
先
着

順
）
※
給
食
の
試
食
は
前
も

っ
て
申

し
込
み
を
。

一
食
320
円
▽
申
込
み
先

11
み
さ
わ
保
育
園

(
6
5
9
1
.
6
1
3

1
)
 

.CJ
i
 

ヽ
琵
g

■申
告
書
の
書
き
方
教
室

日
野
税
務
署
で
は
、

11
月
11
日
S

17
日
の
「
税
を
知
る
週
問
」
に
ち
な

み
、
申
告
書
の
書
き
方
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
対
象
1111
月
3
0
日
・
・
・
年
金

所
得
者
／
12
月
6
日
…
主
婦
／
1
月

19
日
・
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
▽
時
間
11
午

後
2
時
S
4
時
▽
会
場
11
中
央
福
祉

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
税
金
計
算
の
仕

方
、
参
加
者
自
身
に
よ
る
申
告
書
の

作
成
▽
持
ち
物
11
筆
記
用
具
、
電
卓

▽
申
込
み
先
11
日
野
税
務
署
総
務
課

(
6
5
8
5
.
5
6
6
1
)
 

■妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休
業
補
助

教
職
員
採
用
候
補
者
（
登
録
者
）
を

募
集

▽
職
種

11
①
教
員
②
養
設
教
諭
③
事

務
・
栄
蓑
士
▽
資
格
11
①
は
国
公
私

立
学
校
正
規
任
用
教
貝
（
時
間
講
師

は
除
く
）
と
し
て
、

1
年
以
上
経
験

が
あ
る
②
は
養
護
教
諭
の
免
許
状
が

あ
る
③
は
職
種
に
よ
り
正
規
職
員
の

経
験
が
3
年
S
5
年
以
上
あ
る
※
い

ず
れ
も
昭
和
14
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
で
、

③
は
昭
和
51
年
4
月
1
日

ま
で
に
出
生
▽
受
付
期
間

1111
月
3
0

日
＼
12
月
3
日
▽
勤
務
場
所
11
都
内

公
立
学
校
▽
選
考
方
法
11
書
類
選
考

と
面
接
▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
教
育

庁
多
摩
教
育
事
務
所
管
理
課
教
職
員

係

(
6
5
2
4
.
7
2
2
1
)

■多
摩
川
を
も
っ
と
き
れ
い
に

S

水
辺
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す

多
摩
地
域
の
ド
水
を
処
理
し
て
い

る
流
域
下
水
道
処
理
場
が
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

7
割
の
人
が

多
摩
川
の
水
は
改
善
さ
れ
て
き
て
は

い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
汚
れ
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
下
水

道
の
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
を
望
み、

も
っ
と
き
れ
い
に
し
て
欲
し
い
と
要

望
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
止
め
、
こ
れ
ま

で
の
下
水
処
理
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
さ
せ
る
高
度
処
理
や
雨
天
時
の

汚
濁
対
策
等
の
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
う
る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を

も
た
ら
す
多
摩
地
域
の
水
辺
環
境
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
束
京
都
流
域
下
水
道

本
部

(
6
5
2
7
.
4
5
9
2
)
／
市
下

水
道
普
及
課

.
12
月
31
日
ま
で
「
交
通
事
故
防
止

緊
急
対
策
」
実
施
中

交
通
事
故
多
発
が
予
想
さ
れ
る
行

楽
シ
ー
ズ
ン
、
年
末
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

引
き
続
き
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と

正
し
い
マ
ナ
ー
の
実
践
を
促
進
し
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
1
1
「
あ
り
が

と
う
笑
顔
で
か
わ
す
良
い
マ
ナ

ー
」
▽
重
点
11
①
高
齢
者
・

ニ
輪
車

の
交
通
事
故
防
止
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
促
進
▽
問
合
せ
先

11
日
野
警
察

署
交
通
課

(6
5
8
6
.
o
l
l
o
)
／

市
管
理
課

■東
京
都
環
墳
保
全
資
金
融
資
の
こ

あ
ん
な
い

▽
対
象
・
資
金
の
種
類
1
1
都
民
（
個

人
）
の
方
…
①
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
資
金
②
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
車
購
入
資
金
／
中
小
企
業

の
方
…
指
定
低
公
害
車
購
入
・
股
備

改
善
資
金
ほ
か
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
環
境
保

全
局
助
成
指
導
部
助
成
立
地
課
助
成

係

(
6
0
3
.
5
3
8
8
.
3
5
3
5
)

＠
 

ともに手をとり夢のあるまち に
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.11月

29
日

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
開
業

1
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
で
は
開
業
ー

周
年
を
記
念
し
、
来
る
11
月
29
日
①
、

「
多
摩
の
明
日
を
共
に
担
う
」
と
題
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

1111
月
29
日
①
午
後
1
時
30
分

か
ら

▽
会
場

11
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川

▽
定
員
11150
人
（
抽
選
）

▽
申
込
み

1111
月
1
9
日
②
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

加せ ン市日 （祝）セ北
くの籍卜そ (B)こにン駅昨
だ予細のれ．の開夕間年
さ定は開ぞ 10全業 l に 11

多
ぃ-本催れ日線す駅つ
゜゜紙がの（祝）開る間づ開

＼ 皆 1 記両通こが
予

さ月-令日をと平
き：全摩

ん l疋
心‘

I 

‘日さ
奮号れ 凩しり年北ロ

貸歯塁え唇パ線都
つでて各都‘
て お い 種 ‘l し月
ご 知 ま イ 日 月 た 10
参らすべ野 9 0 日摩 川

ま 1I易［ 開市

▽卜 定催ブれ会ル高 含ヨ■圃氏 ' エ 通モ
日へこししラま主開幡モ 課名 い を .:::1
時ののて‘スす催通 ノ線 1

稀問王 5 ン‘
不 ＾ ＇

舒

ヽ

ll 出記いまバ ゜t:記動レ 開 月 T = 

10望事° 種 の は開べで全h 腐胄手合[胃 i' 誓↓’ぷ','~｀"'E曇、~~irlilll ―：/i斤；岨t‘通ン多線 ／ゞに
6‘ 返名者用往（火）▽抽申▽ ▽加せ車 l▽程午▽すてセの ノ日 課 多 ル 谷 ン 入 表 7

日者に 模演記 圭 8 日信 ＾氏裏復涌申選込定対はん場ル集度後日 ゜ ‘ン開 レは 云 摩 - 区 ポ し 面 “→ヽ
（祝）をあ 擬奏＾ 品 卜 摩 開 、 野用 3 名面ハ 込 み貝象ごのの高合 2 時 試夕業 526都へ大事‘に 9-▲日［ 凰夏〗〗〗,,~~ j〗喜喜合誓直［〗〗 喜丑棗；胄［胃 ? ; 9喜切L7閃〗胃 (9)' " l
iい笠9以ま、日[t 直胃＾胃｀｀〗〗［い虞 i 喜 (i) :ド:9[［喜□事ル
1 市民会館の催し お問い合わせ・電話予約は合585-2011 | 

＊

演

四

円
”

開
。

500
t

時

旧

t
”

3
下

上

＊

後

以

か

午

生

キJ

団

蝉

芦

学

以
”
ズ

歳

＊

)

5
*
-

)
中

5

日

烹

リ
典
っ
畔
5
A
J
眠

祝

靡

か

ヽ

省

す
(

OO
”
シ

ne
の
竜
さ
交
rL
夫た

（

呼

す

6

。
＊
ン
nti
身
尻
立
本
屯
5
町

1
00

堺
1

演
艇
~
口

e
出
沼
足
日
、
る

1

艇

春

：
星

II”
?
／

-．．
 

f9
』
定

F
"
ス・・

ゥ
ニ

算
ズ／
開．l

．品
Val
暉

ノ

棄

y

:
 

、

雄

ン

時

楽
オ
胃
_
'

定

＊

＇ 召
面
竺
霊
ニ
-J;
と

*
＊
*
＊
*
＊
＊
＊
*
＊
＊
＊
＊
*
＊
*
＊
*
＊
*
＊
*
＊
*
＊
*
＊
＊
＊
*
＊
*
＊
*
＊
＊
＊
＊
＊
*
＊
*
＊
*
＊
＊
*
*
＊
＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

E
 

＊
 

シ
ニ
か

で

M五
―

ル

ノ

ほ

＊

緊

ン
サ
～
氾
杞
]

~

タ
ン
ジ
ク
イ
タ

＊

ラ

ア

夜

円

”

コ

ダ
一
．
デ
の

リ
ン
と
テ
：
演
。

＊

デ

チ
団
ス

）

開

50
”

'

＊
 

4

*
 

＊
 

た

竺
泣

5

土
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0
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ド

カ
暉
碑

4
時
定

”

JV

ゴ

贈

II
6指
”

後
席

~

ポ

の
ノ

全

”

熱
ダ

情
～

ォ

｀
 野村幸代
ピアノ・リサイタル9;
～おなじみの曲を集めました～
モーツァルト：ピアノ・ソナタ第11番

「トルコ行進曲付き」
リスト：ラ・カンバネラ、

ハンガリー狂詩曲第2番ほか

!/10（金）午後6時30分開演

鳶指定： 2,000円

後
3
時

▽
会
場

11
モ
ノ
レ
ー
ル
高
幡
不
動
駅
南

側
イ
ベ
ン
ト
会
場

▽
対
象

11
市
内
で
営
業
活
動
を
営
ん
で

い
る
方

▽
募
集
店
数

1120
店
(
l
.
5
間

x
2

間
の
テ
ン
ト
）

は
抽
選

▽
費
用

1
1
1
万
円

▽
申
込
み

11
12
月

7
日
因
ま
で
に
日
野

市
商
工
会
（
多
摩
平
7
の
23
の
236581

.
3
6
6
6
)

へ ※
申
込
み
多
数
の
場
合

来
年
西
暦
2
0
0
0
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
正
常
に

稼
働
し
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
・
金
融

機
関
・
通
信
・
交
通
・
企
業
等
も
こ
の

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
不
測
の
事

態
」
に
備
え
、

H
野
市
で
は
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
西
暦
2
0
0
0
年
間
題
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

0
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
と
は
？

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
組
み
と
し
て

年
号
を
西
暦
の
下
2
け
た
で
管
理
を
し

ふ
る
さ
と
博
物
館
で

11
月
28
日
①
ま

で
開
催
中
の
企
画
展
「
江
戸
文
化
の
粋
」

は、

「
井
上
恒
正

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の

中
か
ら
絵
図
・
版
本
を
中
心
に
江
戸
文

化
の
諸
相
を
展
示
し
て
い
る
。

「
井
上
恒
正
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

杉
並
区
在
住
の
井
上
恒
正
氏
が
ふ
る
さ

と
博
物
館
に
寄
贈
し
た
資
料
の
総
称
で
、

寄
贈
は
井
上
氏
が
「
高
幡
不
動
胎
内
文

書
」
の
講
演
会
を
聞
き
に
行

っ
た
折
、

「
日
野
」
と
い
う
地
名
が
耳
に
と
ま
り
、

所
蔵
し
て
い
る
日
野
新
田
の
検
地
帳
を

地
元
で
あ
る
日
野
市
に
寄
贈
し
よ
う
と

思
い
立
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

日
野
市
域
の
資
料
を
含
め
て

1
千
点
に

及
ぶ
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。

R
不
測
の
事
態
へ
の
対
応

こ
の
問
題
は
、
「
身
近
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
無
い
か
ら
」
と
簡
単
に
考
え
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
の
中
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
管
理
さ
れ
て
い
る
部
分
が
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
異
常
現

象
が
起
こ
る
の
か
予
測
で
き
な
い
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
地
震
や
火
災
な
ど
と
は
ま
た
違
っ
た

新
し
い
災
害
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
事
態
に
備
え
、
ま
た
防
災
対
応
も
兼

ね
て
、
緊
急
用
の
食
料
・
飲
料
水
・
懐

中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ
等
用
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
本
紙
12

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
の
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先

11
防
災
課

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

麟
の
厖
史
と
民
伯
5

寄
贈
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
検
地
帳

は
、
慶
安
3
年

(
1
6
5
0
)
1
0
月
10

H
の
「
日
野
本
郷
寅
ノ
年
新
田
改
書
帳
」

で
、
次
の
様
な
史
料
で
あ
る
。

H
野
新
田
は
日
野
本
郷

(
H
野
宿
）
の

西
北
、
多
摩
川
沿
い
に
位
置
す
る
新
田

で
、
寛
永
14
年

(
1
6
3
7
)
に
初
め
て

幕
府
の
検
地
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
検
地

帳
は
慶
安
3
年
2
度
目
の
検
地
の
と
き

の
も
の
で
、
表
紙
に
は
西
尾
彦
左
衛
門

が
検
地
を
行
い
、
名
主
彦
右
衛
門
等
7

人
の
日
野
本
郷
の
主
だ
っ
た
百
姓
が
案

内
を
務
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

新
田
の
反
別
は

5
町
4
反
5
畝
4
歩、

石
高
は
24
石
4
斗
7
升
3
合
、
そ
の
内

訳
は
下
田
が
8
反
2
畝
12
歩
、
上
畑
3

畝
10
歩
、
下
畑
4
町
5
反
9
畝
22
歩、

ほ
と
ん
ど
が
下
田
・
下
畑
で
あ
り
、
こ

の
ほ
か
に
多
摩
川
の
出
水
で
被
害
を
受

け
て
い
る
田
畑
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
、

川
沿
い
の
新
田
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。

日
野
新
田
が
日
野
本
郷
の

一
部
（
持

添
新
田
）
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
独

立
の
村
で
あ

っ
た
の
か
は
、
他
の
史
料

の
扱
い
が
ま
ち
ま
ち
で
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
検
地
帳
で
は
江
戸
初
期
の

H
野
新

田
が
、

H
野
本
郷
の
一
部
と
し
て
検
地

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
日
野

市
に
と
っ
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

「井上恒正コレクション」とH野新田の検地帳 て
い
る
た
め
、
来
年
の

2
0
0
0
年
に

は
「
0
0
年
」
と
認
識
し
、
西
暦
1
9

0
0
年
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
り
誤
作

動
を
生
じ
、
様
々
な
問
題
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

R
逓
切
な
対
応
計
画

日
野
市
が
保
有
ま
た
は
管
理
し
て
い

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
平
成
9
年
度
よ
り
影
響
の
有
無

に
つ
い
て
調
査
を
開
始
し
、
修
正
作
業

や
模
擬
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
、
業
務
に

支
障
の
無
い
よ
う
に
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
市
民
生
活
に
大
き
く
関
わ

っ

て
く
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
（
電
気
・
ガ
ス

•
水
道
・
通
信
・
交
通
等
）
も
適
切
に

対
応
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
予
期
せ

ぬ
事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。


